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　「物理の国際年」も残り少なくなってきた。本年、２００５年は、アインシュタインが、

特殊相対性の理論、ブラウン運動の理論、光電子効果の理論、の三つの画期的論文を次々

と発表した「奇跡の年」から丁度１００年目、世界中でいろいろ記念行事が行われている。

２０世紀のもう一つの偉大な発見、ワトソンとクルックによるDNAの発見は１９５３年

であるから、「生物の国際年」は２０５３年か。特殊相対性の理論はわれわれの日常生活

に無関係のようだが、カーナビに使われるGPSの精度向上に役立っているということを

どこかで読んだ。純粋科学と思われていた理論が１００年後に“実学”に仲間入りした、

ということになる。DNAについても、発見当時の一般社会の受け止め方は同じではなか

ったかと想像する。その発見から５０年余りを経て、今やDNAは、医学・生物学、薬学、農

学に関わるバイオテクノロジーの中核をなし、２１世紀産業のホープになった。上記の

２例に限らず、長い熟成期間を経て実用化に至った例は、トランジスターや、MRIの誕生

など枚挙に暇がない。基礎研究と産業が深く関わっていることを認めざるを得ないであ

ろう。私事のことで恐縮だが、私の発見したカーボンナノチューブの産業化について紹

介したい。１９９１年にカーボンナノチューブが発見され１４年が過ぎた。先行した基

礎的研究によれば、カーボンナノチューブは電気的、機械的、化学的などに優れた性質を

もつことが実証された。最近では工業的応用研究も活発化し、平面表示板、トランジスタ

ー、電池材料、薬の搬送材など多岐に渡る応用が検討され進行中である。ご承知のように、

今、世界中がナノテクノロジーで沸いている。中でもカーボンナノチューブに多くの期

待がかかっている。しかしながら、まだカーボンナノチューブでお金儲けをしたという

話は聞いていない。発見から１４年、当然と言えるかもしれない。ここは、大輪の咲くの

を焦らずゆっくり見守りたい。

　さて、５０年、１００年後に開花するかもしれない基礎研究の重要さに異議を唱える

人はないであろう。どうしたら第二、第三のアインシュタイン、いやそこまで行かなくて

も時代を先導する科学者を育てるか。若者の理科離れの現実に抗して、優れた科学者を

育てるにはどうするか。これは教育だけでなく一般社会全体に関わる重大事であり、そ

の対策が問われている。これに関して私の経験した身近な例を紹介したい。６０数人の

ノーベル賞受賞者を輩出している科学先進国、英国の王立協会が毎年主催する「金曜講和」

についてである。この講演は１８０年も前にファラディーによって始められた。その目

的は難しい科学の話を一般の人々に易しく紹介することであった。そのため講演は芝居

や音楽会の如く演出されている。ファラディーは、公金で支えられた研究成果を一般の人々

に公開するのは研究者の義務であると考え、この科学啓蒙事業を始めたようである。も

う一つは、米国のフランクリン協会である。この協会は毎年世界的に権威あるベンジャ

ミン・フランクリン賞を授与している。実は、この協会のもう一つの仕事はフィラデルフ

ィア市内にある科学博物館の運営である。驚いたことにこの運営はボランティアーに支

えられていること、フランクリン賞に関わる費用をはじめ、すべて一般からの寄付金に
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７月８日（金）名古屋国際会議場および７月１５日（金）東京科学技術館で２００５年度（第１７回）研究成果発表会
を開催しました。
外部講師による特別講演の後、研究成果発表口頭７件、ポスター３９件と、特許ポスター１０件の展示を行いました。
来場者は、名古屋会場では過去最高であった昨年並みの２３１名を記録し、東京会場でも１３０名と多数のご来場

をいただきました。ＪＦＣＣの研究活動に対する関心は引き続き高いことおよび発表会のＰＲ効果が現れているもの
と考えられます。
当日いただいたアンケート調査の結果も概ね好評であり、ご出席の方々の活発な討議もあって成功裏に発表会を終
了することができました。

２００５年度研究成果発表会を開催

特別講演（名古屋会場） ポスター展示（東京会場）

名古屋会場：「環境に優しい自動車の材料技術」
　　　　　　トヨタ自動車（株）第２材料技術部長　佐竹　茂　氏

東京会場　：「経済産業省におけるナノテク戦略について」
　　　　　　経済産業省　製造産業局　非鉄金属課長　ナノテクノロジー・材料戦略室長
　　　　　　ファインセラミックス室長　中山　亨　氏

特別講演

より賄われていることであった。さて、上記二例の共通点は、どちらも科学が一般の人に深く関わっている、というこ

とである。科学と社会の関わりの意味するところは、日本と西洋の文化の違いとして簡単に片付けられない。科学の啓

蒙に長い歴史のある科学先進国から学ぶべきところは学ばなければならない。幸い、わが国でも科学の啓蒙プログラ

ムが始まっている。文部科学省によるスーパー科学高校の指定、大学の先生による“出前授業”、公的/私的研究機関の

一般公開、等々がそれである。西洋並みの科学博物館、特に“見せもの“だけでなく、“手にとり自ら体験できる”科学博

物館の一層の充実が望まれる。科学啓蒙の気運を一過性にすることなく、５０年、１００年のタイムスケールでしっか

り根付かせたい。

東北大学理学部物理・理学博士（１９６９）、アリゾナ州立大学研究員（１９７０―１９８２）、ケンブリッヂ大学客員研究員、科学技術振興事業団（１

９８２－１９８７）で電子顕微鏡を中心に材料研究に従事。１９８７年ＮＥＣに移り現在特別主席研究員、２０００年名城大学教授（兼任）、２００

１年産業技術総合研究所・新炭素系材料開発研究センター長（兼任）。電子顕微鏡による材料研究でワーレン賞（米国結晶学会）、仁科記念賞。１９９

１年のカーボンナノチューブの発見で、朝日賞、フランクリン賞（物理）、ヨーロッパ物理学会賞、米国物理学会マックグラディー賞、恩賜賞・学士院

賞、文化功労者などを授賞する。
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９月７日（水）に名古屋国際会議場に於いて、ファインセラミックスシンポジウム２００５「環境にやさしい新エネ
ルギー　～愛・地球博における実証研究について～」を、名古屋市からの受託事業「先端技術産業振興事業」の一環とし
て開催しました。新エネルギーとは一体どのようなものか、愛・地球博における実証研究プラントの紹介と今後の取り
組みを中心にご講演頂きました。過去最大規模となります約２３０名の方々の参加、熱心なご討議をいただき、意義あ
るシンポジウムとすることができました。

ファインセラミックスシンポジウム２００５開催

シンポジウム基調講演 シンポジウム質疑応答

（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構　エネルギー・環境技術本部　　副本部長　小井沢　和明　氏

基調講演「新エネルギー技術開発の現状と課題」

日本環境技研（株）環境システム部　　副部長　安達　健一　氏

講演１　「愛・地球博の新エネルギー実証研究プロジェクトの全体計画」

中部電力㈱　技術開発本部　電力技術研究所　エネルギーエンジニアリンググループ長　　研究主幹　田中　雅　氏

講演２　「生ごみメタン発酵ガス利用ＭＣＦＣ発電」

トヨタ自動車（株）　プラント・エンジニアリング部　企画室　　企画開発グループ長　松山　喜代志　氏

講演３　「有機廃棄物の高温ガス化とＭＣＦＣ利用」

京セラ㈱　ソーラーエネルギー事業本部　ソーラーエネルギー研究開発部　システム開発部　　部責任者　渡利　真一郎　氏

講演４　「新エネルギー実証研究における太陽光発電システム」

三菱重工業（株）神戸造船所　新製品・宇宙部　　部長代理　宮本　学　氏

講演５　「ＭＯＬＢ形ＳＯＦＣについて」

（株）エヌ・ティ・ティ　ファシリティーズ　研究開発本部　パワーシステム部門　　主任研究員　角田　二郎　氏

講演６　「エネルギー制御システムの概要と運転状況」

ファインセラミックスシンポジウム２００５に引き続き、賛助会員懇談会を開催しました。ＪＦＣＣ野嶋理事長の
挨拶・概況説明、名古屋大学太陽地球環境研究所　教授　上出洋介先生による特別講演「オーロラが教える地球の立場」
を行っていただきました。美しい映像を用いた分かり易いお話は、興味を引きつけられ、地球ひいては人間との関わり
を実感させられました。
その後、会場を変えた交流会は、夕方からの開催としたことと相俟って、ＪＦＣＣ役職員を交え、会員の交流が活発

且つなごやかに行われました。

２００５年度賛助会員懇談会（特別・普通合同）開催

賛助会員懇談会特別講演
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透過型電子顕微鏡による長尺ＹＢＣＯ
超電導線材の微細構造解析

次世代超電導線材の透過型電子顕微鏡(TEM)による微細構造解析

背 景
YBa2Cu3O7-x(YBCO)層を厚膜化すると臨界電流密度(Jc)が低下し、
臨界電流(Ic) が飽和する。

目 的 超電導層の微細構造と超電導特性(Ic及びJc)の関係を明らかにする。

表1.サンプルA及びサンプルBにおけるYBCO層の成膜条件及び超電導特性

参考文献 ： T. Kato et al., Physica C, (2005) in printing.

謝　　辞 ： 本研究の成果は、NEDOの委託により実施したものである。

図1.YBCO超電導線材の断面TEM像

基板温度 (℃)

760

810-830

サンプルA

サンプルB

成 果

今後の展開

サンプルＡ

CeO2

a軸配向YBCO
a軸

a軸

c軸配向YBCO
c軸配向YBCO

CeO2

サンプルB

長尺超電導線材の微細構造解析 プロセス開発を支援

(1) サンプルAでは基板上にa軸配向結晶が形成し、a軸配向結晶が粒成

　 長するため、Jcが低下し、Icが飽和 

(2) サンプルBではより高温(810-830℃)でYBCO層を積層することによ

　 り、a軸配向結晶の形成を抑制

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1

積層回数 (回)

1

7

臨界電流 Ic(A)

173

293

臨界電流密度 Jc(MA/cm2)

0.5

1.0
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Niナノ粒子分散シリカ粉末の高温水素親和性

Niナノ粒子分散シリカ粉末における高温で可逆的な水素吸着反応の特定化

背 景
高温水素選択透過機能を持つNiナノ粒子分散シリカ多孔質膜の
水素選択透過機構の解明と一層の特性向上が望まれている。

目 的
Niナノ粒子分散シリカ膜のモデル材料を合成し、
高温での水素吸着機構を探索。

参考文献 ： 幾原裕美ら,日本セラミックス協会第17回秋期シンポジウム講演要旨集, 222(2004).

謝　　辞 ： 本研究は、経済産業省の「高効率高温水素分離膜の開発」プロジェクトの一環としてNEDOの委
　　　　   託を受けて実施したものである。

図1. Niナノ粒子分散シリカ粉末の
　　透過電子顕微鏡像

成 果

今後の展開

Ni/Si+Ni=0.1 Ni/Si+Ni=0.33

水
素
吸
着
量
　
(m
l/
g
)

水素分圧　（kPa)

水素吸着能を持つ材料の探索
及び合成法の確立

水素分離膜開発への合成開発
指針へのフィードバック

(1) 5～10nmのNiナノ粒子が均一に分散したシリカ粉末の合成(図1）

(2) Niナノ粒子分散シリカ粉末は、500℃において水素の可逆吸着特性が

　 あることを確認(図2）→ Niナノ粒子分散シリカ多孔質膜の高温水素

　 選択透過機能の向上に寄与していることを示唆

図2.SiO,Ni,Niナノ粒子分散シリカ粉末への水素吸着
→Niナノ粒子分散シリカのみ水素が可逆吸着

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2
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電子ビーム蒸着(EB-PVD)法によりセラミックコーティングをナノ構造制御

背 景
熱遮蔽コーティング、高温電極等に適用されるセラミックコーティン
グをナノ構造制御することにより、飛躍的な特性向上が期待される。

目 的
EB-PVD法によるセラミックコーティングのナノ構造制御技術を確立
する。

参考文献 ： N.Yamaguchi et al., J.Ceram.Soc.Japan 111,883-89(2003),  
　　　　　 K.Wada et al., Surf. Coat. Technol, 191, 367-74(2005), 山口哲央ら,日本金属学会誌, 69,2-5(2005).

謝　　辞 ： 本研究は、経済産業省の「ナノコーティング技術プロジェクト」の一環としてNEDOの委託を
　　　　　 受けて実施したものである

図1. 基板回転速度・回転方向が
　　YSZコーティング構造に及ぼす影響

図3. シャドーイングによる羽毛状構造形成機構

図2.柱状構造形成のシミュレーション

実験

回転方向が一定
20rpm

回転方向が周期
的に逆転,1rpm

回転方向が一定
1rpm

シミュレーション

成 果

今後の展開

50μm 50μm 50μm

5μm

3μm

5μm 5μm

EB-PVDによるコーティング構造制御の高度化
電子ビームによるセラミックス蒸発過程の解明

EB-PVDによるセラミック
コーティング適用分野の拡大

(1) EB-PVD法によりイットリア安定化ジルコニアなどの酸化物セラミック

　 コーティングを合成し、合成条件の制御により多様な構造の膜を得た

(2) EB-PVD法で合成したジルコニア系コーティングの柱状構造・羽毛状構

　 造をモデル化した

ミクロンスケールでの
シャドーイング

ナノメータースケールでの
シャドーイング

Japan Fine Ceramics Center研究成果 3研究成果 3
電子ビームPVD法による
セラミックコーティングとナノ構造制御
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セラミックス焼結過程の計算設計

JFCCの独自技術であるMC法やMC-FEM連携手法の焼結計算技術により、
セラミックス焼結過程の計算が可能

背 景
セラミックス焼結過程における焼結時の形状や焼結びずみ、
ミクロ構造などを予測できる技術が望まれている。

目 的
JFCCでは、独自技術となる焼結計算手法を開発
この手法を用いてセラミックス焼結過程の予測技術を研究。

参考文献 ： H.Matsubara, et at., J.Jpn. Soc. Power Powder Metallurgy, 51, 833-38 (2004).
　　　　　H.Itahara, et at., J. Ceram. Soc., 111, 548-54 (2003).

謝　　辞 ： 本研究は(株)中電シーティーアイ、豊田中研と共同で実施したものである。

多孔体組織

固相
焼結

テンプレート粒子(赤色) テンプレート粒子を引き継ぎ緻密化
MCS

配
向

粒
子

の
割

合
 /

 %

連続気孔 ガス透過解析

疑似ガスが通った気孔を可視化

成 果

今後の展開

例１） 多孔体のガス透過解析

例２） 等方粒成長下での焼結･粒成長のモンテカルロシミュレーションによる粒子配向設計

本焼結計算手法を確立し
実用化適用例を数多く実現する

焼結設計支援ソフト
ウェアとして市販化

(1) MC法またはMC-FEM連携手法による焼結計算技術を開発

(2) 本焼結計算手法を用いて多くの研究を実施

Japan Fine Ceramics Center研究成果 4研究成果 4

全気孔率

閉気孔率

連続気孔率

疑似ガスの到達率

16.0%

 0.8%

14.3%

31.0%
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プレス懇談会の様子 研究室見学

トピックストピックス Japan Fine Ceramics Center

マスコミへの積極的なＰＲ活動として、第３回目のプレス懇談会を６月８日（水）に開催しました。９社の報道機関
に対し、ＪＦＣＣの第４次中長期計画、材料技術研究所の状況と今後の方向についてご説明した後、本年度のトピック
スとして生体用セラミックスの成果を取り上げ、「生体親和性のある人工骨」を中心に「生体材料分野で初めての日本
発ＩＳＯ規格」、「次世代型のセラミックス系生体材料を万国博のＮＥＤＯパビリオン展示」と題してご報告と実験室
見学の取材をしていただきました。

急速に高齢化する日本社会の中での骨疾患の増加に伴う、生体に優しい人工骨開発の必要性、ファインセラミック
ス材料の展開可能性など幅広い観点で記者の方々と活発な意見交換を行いました。後日、１０件程の関連記事が新聞
紙面に掲載されました。

プレス懇談会開催

クラリネットの展示 木管とセラミックスのコラボ

　「２００５国際クラリネットフェストTAMA東京」（以下、フェストという。）は、７月１８日（月）開幕し、２４日（日）
までの７日間　東京都多摩市　パルテノン多摩で開催されました。 フェストはアジアで初めて開催されたもので、期
間を通じて素晴らしいコンサート、様々な公開講座、セミナー、展示会など数々のイベントが繰り広げられ、盛況のう
ちに閉幕しました。来場者は延べ２５，０００名以上、海外からの参加者も２２カ国１３０名を数え、出演者について
は内外のクラリネット奏者約６００名を含め９００名を超えました。
　ムジカセラミカ振興会はフェストが円滑に開催できるよう、積極的に協賛するとともに内外の皆様にムジカセラミ
カを広く知っていただき、その音を楽しんで貰うためコンサートと展示事業に参加しました。ちなみに、フェストへの
協賛、参加にあたっては会員企業の皆様の格別なご支援、ご理解をいただきました。参加事業のひとつ、コンサートは
２３日（土）、小ホールで１８時３０分開演しました。内容はファインセラミックス製クラリネット（奏者　堤淳喜）と
従来のクラリネット（奏者　浜中浩一）の競演、新しい試みとしてファインセラミックス製クラリネットとコンピュー
ターのコラボレーション などでムジカセラミカの特色、魅力とその存在を内外の皆様にアピールすることができま
した。
　展示は７月２０日（水）から２４日（日）の４日間、市民ギャラリーで行われ、ファインセラミックス製クラリネット
や材料、その開発、製造工程などを展示しました。展示ブースでは演奏者が直接、手に触れたり試奏を行い、その質感、
重量感、音色などに様々な感想を述べるなど、多くの来場者の関心を集めていました。なお、コンサート、展示などフェ
ストの状況はビデオテープに収録し、８月１７日（水）愛・地球博　愛・地球広場でコンサートの公演にあわせてエキス
ポビジョンで上映しました。

ムジカセラミカ振興会 「2005国際クラリネットフェストTAMA東京」へ参加



　ICCE (International Conference on Composite Engineering)は、複合材料の権威である米国New Orleans大学のDavid Hui
教授が中心となって1994年に第１回が開催され、今回で第12回目を数える国際会議である。もともと長繊維強化複合
材料などのいわゆる複合材料を中心とした会議であったが、第10回会議よりCompositeの横にNanoというキーワード
が取り入れられ、ナノテクノロジーの流れが複合材料の分野にも浸透して対象とする研究領域も拡大しているようで
ある。本会議のスポンサーは、日本セラミックス協会も含め、欧州、米国、アジアからの100機関を超えており、今回の
発表件数も500件以上ということで、まずまずの規模の会議といえる。日本からの参加者は70名強であり、欧州からの
参加者が比較的多いという印象であった。

9

スペインでのICCE-12に参加して

材料技術研究所　研究第二部　複合・焼結設計グループ
主任研究員　奥原芳樹

1. ICCE-12 (Twelve International Conference on Composite / Nano Engineering)

　本会議の開催場所はスペインのテネリフェ島。カナリア諸島の中の最も大きな島であり、面積は沖縄本島と佐渡島
を合わせた位の大きさらしい。スペイン領土といってもマドリードから飛行機で2時間30分も離れており、地図上で
もモロッコのすぐ上に位置する。初めて欧州へ足を踏み入れる小職としては、欧州の雰囲気があるのか不安であった
が、学会会場付近の町並みにも教会や劇場などの歴史的建造物から近代的な商業施設などが並び風情を味わうことが
できた。学会会場は、その地域で最も格式の高いSheraton Mency Hotel（5つ星）であり、1Fの会議スペースを全て貸し
切って開催された。この会場から沿岸部まで徒歩で行ける距離であったが、この地域は港町で残念ながらビーチはな
く、参加者を会場に留めようとする主催者の意図を感じた。

2. 現地（スペイン テネリフェ島）の状況

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center

学会会場（Sheraton Mency Hotel）全景 学会会場入り口
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　複合材料を対象とした学会といっても研究分野は広範囲に及び、Keynote以外にBio、Chemistry、Mathematical modeling、
Nano composites、General application、Metal matrix composites、Oxide composites、Harsh environments、Infrastructure、
Textile、Magnetic、Mechanicsと13ものセッションが設けられていた。やはりナノテクノロジー関連の会場での聴講者
が多く、カーボンナノチューブ分散による革新的な力学特性を目指した複合材料に関する研究が多数報告され、大変
興味深かった。小職が関連するFRP系複合材料についての発表において有益な情報が得られたのはもちろんであるが、
それ以外にもJFCC内での研究内容に関連するテーマも多くエントリーされていたのは少々意外であった。すべて聴
講できたわけではないが、例えば、カーボンナノチューブの電界放射アレイ、EB-PVDによる遮熱コーティング膜の熱
応力解析、FIBによる3次元ナノ加工、Er添加ZnO2膜、ナノクレイのHe透過性能、超音波探傷による非破壊検査など。
　会場の雰囲気としては、発表の制限時間等はさほど厳格ではなく、議論が白熱することもしばしばであった。だが、
国際学会においてしばしば問題とされることであるが、これまで経験した国際学会の中でもキャンセル（no-show）の
数が多かった点については残念であった。小職が聴講した範囲では日本からの発表者のキャンセルは1件もなく、欧米
の中でも数件程度に収まっていたものの、アジアの発展途上国からの発表者のキャンセルは目に余るものがあった。
本会議ではキャンセルされた発表の時間は空けずに進めてしまうという方針だったため、プログラムをもとに時間毎
に聞きたいテーマを選択しても聴講できないケースも多々あり正直困惑した。経済情勢などの背景があるとはいえ、
信用を失う代償はあまりに大きいと思うのだが。
　学会の最終日にはバンケットがあり（写真）、現地の伝統的な音楽と舞踊が披露されたり、学会参加者のダンスタイ
ムがあったりと盛り上がった。さすが5つ星ホテルだけあって、キャビア入りのスープなど食事も堪能できたのだが、
隣のロシア人夫婦がキャビアはイミテーションだと教えてくれた。

3. 学会の雰囲気

　本学会が開催されたテネリフェ島は、ヨーロッパの人々にとってのリゾート地として“常春の島”とも呼ばれ、火山
島であるもののかつては多くの緑に包まれていたそうだ。しかしながら、現在では砂漠化が進んでいるらしく、実際、
現地でも緑が少ないという印象をもった。この砂漠化の抑制というよりおそらくコスト削減が狙いであろうが、カナ
リア諸島は再生可能エネルギー利用を積極的に進めている島の一つだそうだ。実際、空港に向かう途中で大規模の風
力発電施設をみることができ、数十基の風車が並んだ風景には迫力を感じた。後日調べたところでは欧州のプロジェ
クトで太陽光発電施設も建設されているようで、総電力の4～5%が再生可能エネルギーとのこと。一方、国内の沖縄で
は沖縄電力のデータによると風力・太陽発電の割合は0.01%程度のようで、気候などの違いがあるとしても、もう少し
頑張りたいところだ。

4. おわりに

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center

バンケットでの民族音楽の演奏と舞踊



　平成17年8月21日より26日まで、韓国のソウル市で開催されたICOM2005 (International Congress on Membranes and 
Membrane Processes 2005))へ出張いたしました。目的は、新エネルギー・産業技術総合開発機構から幣財団が受託し
ている研究プロジェクト「高効率高温水素分離膜の開発」の成果展示でした。
　展示会場は韓流ドラマ「天国の階段」の結婚式のシーンのロケ地であるロッテホテル蚕室（ジャムシル）の地下1階の
大宴会場で、シャンデリアや天井画のある豪華な部屋でした（写真1,2）。たまに日本人観光客が遠慮がちに入って来る
こともありました。

　写真3に展示ブースを示します。展示品はプロジェクトで開発された水素分離用メンブレンリアクターのバンドル
エレメントの試作品とポスターパネルです。わたくしとプロジェクトに参画されている株式会社ノリタケカンパニー
リミテドの平野氏とで交代で番をしておりましたが、ブースのタイトルが「東京大学」となっていることもあり、東京
大学出身者（留学生も含む）が多数訪れてくださいました。
また、プロジェクトリーダーの東京大学中尾教授や、共同
研究先である広島大学の浅枝教授とディスカッションし
たいとブースに訪れる方も多く、配布用に用意したプロジェ
クトのパンフレット80部が3日目で全て無くなり、おおむ
ね盛況であったと思います。というか、その気になれば何
か商品が売れたかもしれないと思うほどでした。ちなみに
あるお客さんからは「展示品を買って帰りたい、いくらで
すか？」などと聞かれ、あわてて「NEDOさんの許可が無い
と提供できません」とお断りすることもありました。写真
では2名ほどしかお客さんが写っておりませんが、大勢来
られたときは多忙につき写真を撮るチャンスが無いと好
意的にご解釈くだされば幸いです。
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韓国ソウル市　膜および膜プロセスに関する国際会議（ICOM2005）

材料技術研究所　研究企画部　係長
副主任研究員　永納　保男

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center

写真1ロッテホテル蚕室吹き抜け（ドラマに使われた階段）

写真3 展示ブース

写真2 展示会場（地下１階）



　学会についてですが、一番印象に残ったのは学会の規模が大きかったことです。発表数が口頭、ポスター含め数百件
あり、参加登録者は千人以上でした。写真4は初日の前夜に参加者全員招待で開催されたレセプションの様子です。弦
楽、ピアノの生演奏、氷のオブジェ、生花と非常に豪勢なものでした。この様子からも学会の規模がおわかりになるか
と思います。会場から無線LAN経由で(無料で)インターネットを利用することもできる等、主催者および関連スタッフ
の方々が非常に親切であったことも印象に残りました。
　発表および展示は水浄化や医療関係で用いる有機膜に関するものが多く、それらは既に製品化されて大きな市場が
あるため盛んに研究開発が進められているとの印象を受けました。一方今回わたくしどもが展示した内容は、製品化
前の研究開発段階であり、まさに最先端技術であるとの思いを新たにしました。プロジェクトの期間は来年度末まで
ですが、ﾓ適切な場ﾓで積極的に成果展示をすることで成果を社会へ還元する路が更に増えるのではないかと思われま
す。
　今回は直前に準備を進めた関係上、パネルも日本語表記が多く、今後に課題を残すことも多いのですが、わたくしに
とっては大変貴重な経験となりました。この様な機会を与えてくださいました中尾教授や、JFCC岩本室長はじめ、プ
ロジェクト関係者には深く謝意を表したいと思います。
　最後に会場外でのエピソードを紹介します。私は会場から歩いて15分ほどのジャムシルツーリストホテルに宿泊
しました。会場自体は冒頭にも触れたとおり日本人観光客が集まるスポットでしたが、ソウルの繁華街として名高い
ミョンドンからは地下鉄で30分以上かかる地域であるせいか、宿泊したホテルの近辺は日本人がほとんどいない様
でした。というわけで、周りは全てハングル文字で、おいしそうに肉を焼いている店もたくさん有りましたが、ハング
ル文字が読めない私はなんとか冷麺屋さんぐらいしか入れませんでした。そこで、最後の晩は是非焼肉が食べたいと
思い、ホテルのインターネットの韓国語辞典で、焼肉＝プルコギというのを確認し、ロビーでプルコギ屋さんを紹介し
てくださいとお願いしました。ところが、従業員同士で議論があった後、一人は外へ探しに行くという大騒ぎとなり、
しかも20分ぐらいして「このあたりにプルコギ屋さんはありません。」との思いがけない結論。どこでもいいから紹介
してくれるようにお願いしたところ、「カルビ定食屋さんならあります。」との返事。疑問をいだきながら連れて行って
もらったところ、写真5のどうみても大きな焼き肉屋さんでした。それにしても街にプルコギ屋さんを探しに行き、ま
たカルビ定食屋さんまで連れて行って注文までしてくれたホテルのドアマンの親切には感動しました。次回はぜひハ
ングル文字を勉強してから訪れたいと思っています。
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エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center

写真4 歓迎レセプション（氷のオブジェ） 写真5 カルビ定食屋（プルコギ屋ではない）



13

派遣研究員のページ派遣研究員のページ Japan Fine Ceramics Center

　２００５年４月１日付けで、㈱ノリタケカンパニーより出向してまいりました。材料技術研究所営業部に所属して
おります。最初、ファインセラミックスセンター（ＪＦＣＣ）のような研究機関における営業活動とは何をするものと
思いました。一般的な企業の営業ならば、作られた商品があり、それを売ればいいのですが、何を売りましょうかと思
いました。しかし、早くも、５ヶ月過ぎて大した営業活動もできていませんが、ここで、周りを見回しますと、研究所に
は、立派な商品があります。種々の研究で培われてきました技術です。この技術を生かして頂ける客先（企業、国等）に
研究提案し、コーディネートし、契約に結び付ける役目が営業部だと思っています(これらは、営業部単独ではできま
せんが)。
　営業活動では、先ず、お客様がセラミックスを中心とした材料に何を必要としているのかのニーズの掘り起こしが
必要です。また、お客様がＪＦＣＣになにを求めているかをも充分に認識しなくてはなりません。その為に種々のステ
ージでのＪＦＣＣのＰＲ活動、および皆様からのありとあらゆるご相談を受ける事を積極的にしていきます。よろし
くお願い致します。
　では、ここで、私が、３０年強、会社で関わってきたことをお話します。入社以来、加飾材料を中心に陶磁器の開発・製
造に関わってきました。ファインセラミックスに対峙するオールドセラミックスの分野です。陶磁器（焼き物）の歴史
は人類が火を扱うようになってから始まり、数千年の歴史があります。そして、基本な作り方は変わっていませんが少
しずつ、技術的に構築され、熟成されてきました。陶磁器の製造に関しては幅広い多くの技術分野が関わっています。
陶磁器の生地につきましては天然原料が使用され、中でも他の素材では類をみない可塑性という特性を持つ粘土原料
があります。この材料には調整技術、成形技術、乾燥技術、焼結(焼成)技術等が密接に関わり特徴的な挙動を示します。
これだけでも、１つの学問になっています。今までは、この様な多くの技術が経験則によって確立されてきた部分が多
くありましたが、現在は、多くの理論付けがなされています。また、陶磁器の装飾に関わる加飾技術で、金彩飾には水金
という有機金属の技術、絵具には金属酸化物とガラスに関わる技術、転写という画装飾には印刷技術等という様に、多
くの技術の集積がなされています。また、オールドセラミックスは天然原料の使用から始まり、プロセスにおいても制
御しなければならない要因が多すぎて、厳密なコントロールが難しいために、コストに見合った幅広く安定するよう
な組成、製造技術が、経験則も含めて、培われてきました。忘れがちですが、この様なオールドセラミックスの技術がフ
ァインセラミックスの基盤になっています。
　ファインセラミックスはより純粋な素材の機能を追求し、更に、特異的な機能を持たせるために、不純物とも言える
極微量成分を添加し、新たな機能を追求するので、革新的に技術は進歩しました。この新たな創製技術の進歩ばかりで
なく、発現する新たな機能を評価する技術も同時に進歩する必要がありました。その様な環境の中で、ファインセラミ
ックスセンターも大きく育ってきたと考えます。そして、この中部地区には、まだ、オールドセラミックスとファイン
セラミックスが混在している、全国でも数少ないフィールドがあり、その共生が可能な地域だと思います。また、今年、
開催されました愛知万博を１つの継起に全国にファインセラミックスセンターの存在を広く知らしめる手助けが少
しでもできればと、頑張りたいと思います。どうぞ、皆様方のご協力も、よろしくお願い致します。
　ここで、ＪＦＣＣニュースが全国版ということで、名古屋（愛知県）のＰＲを少し。私は育ちが名古屋でない部分と昨
年まで２年間九州（福岡県）単身赴任経験した事から、少しは、中立の話ができると思います。いろいろとあるかも知れ
ませんが、実体験から１つ。九州では喫茶店が少なく、開店も１０時過ぎが多く、名古屋名物「モーニングサービス」な
んてほとんどにありません。名古屋（東海近県）では当たり前のモーニングサービスの無い不便さは２年間身にしみま
した。休日の朝、８時頃から５００円以下でスポーツ新聞でも見ながらゆっくり２時間はつぶせて、その上、お腹も満
たしてくれます。
　休日、自分だけのフリータイムが持てます。この「モーニングサービス」は名古屋のみそ文化と並べてもひけは取ら
ないと思います。名古屋に朝、お出での時はぜひ喫茶店に立ち寄って見て下さい。１１時前までは大丈夫です。

（（株）ノリタケカンパニーリミテドより派遣）

オールドセラミックスとのかかわり

材料技術研究所　営業部　担当部長
主幹研究員　法月廣
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　桜のつぼみが大きく膨らみはじめた今春、２００５年４月よりTOWA株式会社から出向してまいりました。思い起
こせば３年前、当センターに足を運び、御縁会って共同研究がスタートしました。現在、当初目標の３年目総仕上げの
年に入り、成果を問われる機能性セラミックス材料の開発に日々挑戦しております。私自身、このテーマがきっかけで
セラミックスの世界に飛び込むこととなり新たな舞台にどっぷりと両足を突っ込んでおります。人生良い意味で“何
が起こるかわからない”を実践している処でしょうか。何分不慣れな上に新しいことの連続、物覚えも少々悪くなって
きた昨今ですが、さまざまな課題に対して常に前向きに交わす議論の中で次なるアイデアが浮かぶ様は、出向してき
て本当に良かったと感じる所です。優秀なスタッフの方々の親切な御指導、御助言に深く感謝しております。
　研究成果が商品に直結する出口指向の研究開発では毎日が緊張の連続ですが、将来、この１年があったからこそと
言える足跡が残せればと思います。
　また、名古屋で一人暮らしを始めて、今まで気づかなかった家族のありがたさを新たに噛み締めております。日々感
謝の気持ちを忘れず、家族や周りの人に優しく地球に優しい生き方を心掛けようと四十半ばにして思うこの頃です。
　次の桜の季節、夢が現実のつぼみとなり、思いの花を咲かせたいと思います。
　引き続き内外より皆様方の御指導御鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

（ＴＯＷＡ（株）より派遣）

ＪＦＣＣ出向に思う

材料技術研究所　研究第二部　高温機能グループ
主任研究員　久野孝希

　平成１７年４月１日付けで東芝マテリアル株式会社より出向して参りました布施と申します。現在、材料技術研究
所研究第一部のナノカーボングループに所属し、カーボンナノチューブの生成制御技術の研究開発に従事しておりま
す。出向元では永久磁石の製造技術を１８年間担当しておりましたので、研究開発の業務は初めてのことであり、新し
い職場、新しい仕事ということで、新入社員に戻ったつもりで心機一転張り切っております。また、カーボンナノチュ
ーブはナノテクノロジーの先進材料ということもあり、様々な分野で多くの方々が研究されておられ、自分もその末
席ながら科学の最先端の世界に触れることができるのは大変幸せに感じております。名古屋で生活することも初めて
でしたので、入所前は大変不安でありましたが、ＪＦＣＣの方たちからとても親切に丁寧に御指導やアドバイスをい
ただいておりますので、はじめの不安はどこへやら、現在はＪＦＣＣでの、名古屋での生活をエンジョイしております。

自己紹介

材料技術研究所　研究第一部　ナノカーボングループ
主任研究員　布施圭一

派遣研究員のページ派遣研究員のページ Japan Fine Ceramics Center
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　2005年4月1日付けで、(株)村田製作所より出向してまいりました。ハイブリッドプロセスグループに配属となり、グ
ループ内外の方々に指導を受けながら仕事をしているところです。
　出向元では、固体電解質型燃料電池の開発を９年間、低温焼成多層基板の開発を７年間行ってきました。固体電解質
型燃料電池の開発は、材料開発から始まり、試行錯誤を繰り返し、平板型としては当時最大級の１kＷスタックを開発
しました。残念ながら、会社として撤退する方針が示され、中止となりました。とてもきつかったことを覚えています。
次の低温焼成多層基板の開発も材料開発から始まりました。２５μｍ程度の厚みのセラミックスを多層に積んだもの
で、部品の小型化や機能の複合化が得られます。携帯電話に使用されることが多く、携帯電話の小型化に貢献していま
す。こちらは、何とか工場で製造し世の中に出すことができました。規模は小さいですが、現在も生産されています。
　次に何をしようか考えていたところ、今回の辞令があり、今に至っています。現在担当している業務は、これまでの
業務とは直接関係はありません。しかし、材料、形状、プロセスなど、共通する部分もあるようです。JFCCの技術をベー
スにした商品を、過去の経験を活かし、工場で製造することを目標にしています。
　名古屋での生活も５ヶ月が経過しました。買い物、習い事、レジャーなど、これまで（滋賀県野洲市）に比べ大変便利
になりました。一方、自動車の交通量が多く、路上駐車も大変多いので、子供を遊ばせる時はとても心配です。それぞれ
の町で、一長一短はあるようですが、家族には概ね好評です。私自身も、山歩きやカヌーが趣味で、名古屋は絶好の場所
だと思います。せっかくの機会ですので、楽しんで帰りたいと思っています。

（（株）村田製作所より派遣）

自己紹介

材料技術研究所　研究第一部　ハイブリッドプロセスグループ
主任研究員　　白鳥　晃

派遣研究員のページ派遣研究員のページ Japan Fine Ceramics Center

　現在の仕事の話はまだ駆け出しということもあり、あまりお話しすることもできませんので、出向元で従事してい
た永久磁石のお話をさせていただきたいと思います。私が携わっていた永久磁石はサマリウムコバルト磁石というも
のです。この磁石は希土類元素のサマリウムと遷移金属のコバルトを主原料とした磁石で、主としてモーターやセン
サーに用いられています。製造方法は原料粉末を圧縮成形し、これを焼結、研磨加工するという工程で、セラミックス
の製造方法と同じような工程をたどります。磁石の作る上で苦労する点はなんといっても磁気特性を安定させること
です。特に熱処理は磁気特性に大きく影響しますので、炉の温度コントロールや真空ポンプの状態を正常に保つこと
などが重要となっています。現在の業務はＪＦＣＣで開発された表面分解法でのカーボンナノチューブの生成につい
ての研究を行っていますが、この生成法では真空電気炉を使うことでもありますので、これまでの経験を多少なりと
も活かせるのではないかと思っています。
　私生活面では名古屋の生活のしやすさに感激しております。名古屋に来て初めに感じたことは道路が広く、渋滞が
あまりないので運転しやすいということ、道路網が碁盤の目状になっていますので、ある程度方角が分かれば、適当に
走っても目的地につくことができるということを感じました。また、名古屋には名物と呼ばれるものが多いのは驚き
です。今、手羽先にはまっています。
　いずれ出向元のある横浜に帰ることになりますが、それまでの間、ＪＦＣＣでの業務と名古屋での生活を精一杯楽
しみたいと思っています。

（東芝マテリアル（株）より派遣）
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Japan Fine Ceramics Center

７月　１日付
　出向受入
　　材料技術研究所　営業部　担当部長･主幹研究員

８月３１日付
  退職（自己都合）
　　材料技術研究所　研究第一部　微構造解析･計算G　副主任研究員 

藤田　秀紀　(中部電力㈱)

吉矢　真人

人の動き

事業案内事業案内

焼結シミュレーションフォーラムでは、ミクロからマクロレベルの焼結シミュレーション分野を中心として、これ
までＪＦＣＣが研究してきた計算材料設計を実際の材料開発や製造過程の問題解決等に適用できるよう、より実践的
なフォーラムを行って参ります。

２００５年度　焼結シミュレーションフォーラム　入会のご案内

計算対象

モンテカルロ（ＭＣ）法、ＭＣ―ＦＥＭ（粘塑性有限要素法）連携法、分子動力学（ＭＤ）法を用い、焼結・粒成長現象を
対象とします。

フォーラムの構成

ＪＦＣＣが中心で運営・管理を行うと共に計算機シミュレーションや材料設計の外部専門家にアドバイスやサポー
トを実施していただきます。

フォーラムの運営方式

①会員の希望個別テーマを選定、研究アプローチの仕方や重要因子の抽出方法・考え方などについて運営メンバーと
ともに具体的な議論を行いながら実践的な計算を実施します。

②全会員参加の報告会を年２回開催して会員と運営グループで取り組む研究課題を会員の皆様と広く議論します。

期間

平成１７年４月～平成１８年３月末までの１年間（途中入会可能）

詳細

入会案内　URL http://www.jfcc.or.jp/29_party/pdf/05ssf.pdf

お問い合せ・お申込先

ＪＦＣＣ焼結シミュレーションフォーラム事務局（野村、松原）
ＴＥＬ：０５２－８７１－３５００　ＦＡＸ：０５２－８７１－３５９９
Ｅ―mail：cmd@jfcc.or.jp


